
平

成

五

條

市

議

会

第

一

回

臨

時

会

会

議

録
（
第

一

号
）

十

九

年

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

平
成
十
九
年
七
月
二
日
（
月
曜
日
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

議

事

日

程
（
第

一

号
）

平
成
十
九
年
七
月
二
日

午
前
十
時
開
議

第
一

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

第
二

会
期
決
定
の
件

第
三

市
長
の
提
出
議
案
の
説
明

第
四

同
第
四
号

五
條
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
五

同
第
五
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

第
六

同
第
六
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
の
と
お
り

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

出
席
議
員
（
二
十
一
名
）

一
番

西

本

幸

洋

二
番

太

田

好

紀

三
番

川

村

家

廣



四
番

藤

冨

美

恵

子

五
番

池

上

輝

雄

六
番

益

田

吉

博

七
番

山

田

由

比

己

八
番

山

田

澄

雄

九
番

峯

林

宏

政

十
番

西

尾

彦

和

十
一
番

北

山

和

生

十
二
番

山

本

久

和

十
三
番

花

谷

昭

典

十
四
番

佐

久

間

正

己

十
五
番

寺

本

保

英

十
六
番

樫

塚

凱

一

十
七
番

黄

木

英

夫

十
八
番

土

井

康

嗣

十
九
番

榮

林

末

次

二
十
番

大

谷

龍

雄

二
十
一
番

田

原

清

孝

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

欠
席
議
員
（
な
し
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

説
明
の
た
め
の
出
席
者



市
長

吉

野

晴

夫

教
育
長
職
務
代
行
者

橋

本

重

夫

市
長
公
室
長

岡

本

和

人

総
務
部
長

上

山

保

見

都
市
整
備
部
長

榮

林

勝

美

生
活
産
業
部
長

林

正

信

健
康
福
祉
部
長

清

水

勝

西
吉
野
支
所
長

森

本

康

元

大
塔
支
所
長

竹

本

重

博

会
計
管
理
者

堤

好

文

水
道
局
長

阪

ノ

上

武

則

財
政
課
長

堂

阪

賢

治

秘
書
課
長

田

中

衛

庶
務
課
長

大

垣

賢

治

企
画
調
整
課
長

山

下

正

次

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

事
務
局
職
員
出
席
者

事
務
局
長

長

田

雅

光

事
務
局
次
長

乾

旬

事
務
局
主
任

西

峯

久

美

事
務
局
主
任

笹

谷

豊

速
記
者

柳

ヶ

瀬

五

美



─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

午
前
十
時
二
十
五
分
開
会

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
平
成
十
九
年
第
一
回
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
、
平
成
十
九
年
第
一
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
は
何
か
と
御
多
用
の
と
こ
ろ
御
参
集
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
か
御
精
励
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
格
段
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
の
際
、
申
し
上
げ
ま
す
。

会
議
記
録
並
び
に
広
報
五
條
に
掲
載
の
た
め
、
会
議
の
日
程
中
、
事
務
局
に
写
真
撮
影
を
さ
せ
ま
す
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。

初
め
に
、
七
月
一
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
際
、
課
長
級
以
上
の
職
員
に
つ
い
て
岡
本
市
長
公
室
長
か
ら
御
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
岡

本
市
長
公
室
長
。

○
市
長
公
室
長
（
岡
本
和
人
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
自
席
か
ら
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

七
月
一
日
付
け
で
発
令
い
た
し
ま
し
た
人
事
異
動
の
御
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
前
職
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
次
長
級
か
ら
、
都
市
整
備
部
次
長
都
市
計
画
課
長
事
務
取
扱
に
上
田
卓
司
を
、
消
防
署
長
消
防
本
部
総
務
課
長
事
務
取
扱
に
窪

佳
秀
を
。

引
き
続
き
ま
し
て
、
課
長
級
を
、
監
理
課
長
に
辻
本
衡
司
を
、
下
水
道
課
長
に
中
村
和
男
を
、
市
街
地
整
備
室
長
に
小
松
昭
文
を
、
保
険
課
長
に
平
井
五
郎
を
、
花
咲
寮
長
に

桝
竹
勝
也
を
、
監
査
委
員
事
務
局
長
に
柿
本
光
博
を
、
出
納
室
長
に
川
西
敏
美
を
そ
れ
ぞ
れ
異
動
並
び
に
昇
格
を
さ
せ
ま
し
た
。

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
議
が
成
立
い
た
し
ま
す
。

市
長
か
ら
議
会
招
集
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。
吉
野
市
長
。



〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
平
成
十
九
年
第
一
回
臨
時
会
の
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
臨
時
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
は
公
私
御
多
用
の
と
こ
ろ
御
出
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
市
政
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
に
精
力
的
に
御
活
躍
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
来
の
市
政
運
営
の
姿
で
あ
る
健
全
な
市
政
を
取
り
戻
し
、
新
し
い
五
條
市
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ま
ず
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
、
再
建
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

知
恵
と
創
意
工
夫
を
発
揮
し
、
市
民
が
一
致
団
結
で
き
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
子
や
孫
が
「
喜
び
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
」
の
創
造
に
向
け
、
議
員
各
位
と
私
ど
も
行
政
が
市
政
運
営
の
両
輪
と
し
て
前
進
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
副
市
長
、
教
育
委
員
の
人
事
案
件
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
慎
重
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

平
素
の
お
礼
と
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
済
み
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

配
付
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
─
─
。

こ
れ
よ
り
日
程
に
入
り
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
は
会
議
規
則
第
八
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
か
ら
指
名
い
た
し
ま
す
。

二
番

太

田

好

紀

議
員

三
番

川

村

家

廣

議
員

四
番

藤

冨

美

恵

子

議
員



以
上
三
名
の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
臨
時
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
六
月
二
十
七
日
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
御
協
議
を
賜
り
ま
し
た
結
果
、
先
に
御
通
知
申

し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
本
日
一
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
会
議
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
位
に
御
通
知
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
三
、
市
長
の
提
出
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
議
案
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
臨
時
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す
各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

同
第
四
号

五
條
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
藪
良
彦
副
市
長
が
本
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
し
た
た
め
、
そ
の
後
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

次
に
、
同
第
五
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
の
う
ち
、
御
勢
久
右
衛
門
委
員
が
死
去
さ
れ
ま
し
た
た
め
、
そ
の
後
任
の
同
意
を
求
め

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
同
第
六
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
の
う
ち
、
田
村
幸
子
委
員
が
本
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
辞
職
し
た
た
め
、
そ
の
後

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
た
び
提
出
い
た
し
ま
し
た
諸
議
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
慎
重
審
議
の
上
、
何
と
ぞ
、
御
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─



○
議
長
（
寺
本
保
英
）
市
長
の
提
出
議
案
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

次
に
日
程
第
四
、
同
第
四
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
同
第
四
号

五
條
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
同
第
四
号

五
條
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
同
第
四
号

五
條
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
小
藪
良
彦
副
市
長
が
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
し
た
こ
と
に
伴
い
後
任
の
副
市
長
を
選
任
す
る
に
当
た
り
、
同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
後
任
と
し
て
、
榮
林
勝
美
氏
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
に
五
條
市
に
奉
職
し
、
以
来
四
十
一
年
余
り
の
間
、
都
市
計
画
課
長
、
商
工
観
光
課
長
、
都
市
整
備
部
次
長
、
都
市
整
備
部
長
を
歴
任
し
、
五

條
市
の
重
要
な
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
五
條
市
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
い
ろ
ん
な
分
野
に
お
い
て
も
精
通
し
、
人
望
の
あ
る
方
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
五
條
市
の
副
市
長
と
し
て
最
適
で
あ
り
、
市
の
発
展
及
び
健
全
な
財
政
の
運
営
の
た
め
全
力
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
理
解
い
た
だ
き
、
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
（
「
十
六
番
」
の
声
あ
り
）
十
六
番
樫
塚
凱
一
議
員
。

○
十
六
番
（
樫
塚
凱
一
）
今
回
の
選
任
に
当
た
り
ま
し
て
、
吉
野
市
長
に
一
言
、
二
言
説
明
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
に
よ
り
ま
す
市
長
疑
惑
は
、
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
吉
野
市
長
は
疑
惑
発
覚
当
日
に
記
者
会
見
を
し
て
一
方
的
報
道
、
事
実
無
根
だ
と
し
て
全
面

否
定
し
た
が
、
具
体
的
な
根
拠
の
な
い
反
論
で
あ
り
、
説
明
責
任
を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
行
政
の
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以



上
、
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
今
日
は
人
事
案
件
を
先
行
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

そ
れ
か
ら
、
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
市
長
は
初
登
庁
の
と
き
に
も
記
者
会
見
で
、
経
営
者
感
覚
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
民
間
活
力
を
入
れ
て
、
五
條
市
は
夕
張
の
よ
う
に
な

っ
た
ら
い
か
ん
の
で
建
て
直
す
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
先
ほ
ど
、
四
十
一
年
の
ベ
テ
ラ
ン
の
公
務
員
を
、
選
任
同
意
を
求
め
る
の
は
な

ぜ
か
。

こ
の
二
点
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
吉
野
市
長
。

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
樫
塚
議
員
の
質
問
に
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
新
聞
報
道
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
前
、
私
、
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
あ
の
記
事
に
つ
い
て
は
一
切
取
材
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
全
く
、
載
っ
た
と
お
り
の
こ

と
は
私
は
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
同
じ
新
聞
の
記
載
の
内
容
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
方
も
い
ろ
い

ろ
と
報
道
を
な
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
新
聞
と
意
味
合
い
の
違
う
発
言
も
、
同
暴
力
団
元
幹
部
と
い
う
方
の
発
言
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
司
法
の
場
で
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
、
私
は
は
っ
き
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
副
市
長
、
職
員
か
ら
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
然
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
情
報
は
、
知
っ
て
い
る
方
に
副
市
長
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
我
が
職
員
に
も
立
派
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
職
員
の
頑
張
り
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
我
々
も
頑
張
っ
た
ら
副
市
長
に
な
れ
る
ん
だ
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
励
み
の
一
つ
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
過
去
に
は
、
確
か
、
磯
橋
さ
ん
ま
た
仲
田
さ
ん
と
い
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
と
き
に
は
、

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
か
そ
う
い
う
関
係
が
あ
る
と
き
に
は
そ
う
い
う
方
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
、
我
が
ま
ち
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
二
四
号
の
立
ち
退
き
も
含
め

た
地
域
の
活
性
化
も
含
め
た
中
で
、
一
番
、
副
市
長
と
し
て
の
必
要
な
方
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
卓
越
し
た
職
員
に
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
推
挙
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

以
上
で
す
。
（
「
十
六
番
」
の
声
あ
り
）

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
十
六
番
樫
塚
凱
一
議
員
。

○
十
六
番
（
樫
塚
凱
一
）
記
者
会
見
で
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
、
も
っ
と
、
疑
惑
は
具
体
的
に
、
訴
訟
す
る
と
か
告
訴
す
る
と
か
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

さ
れ
て
い
な
い
。
い
つ
ご
ろ
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
の
聞
き
た
い
の
は
、
そ
の
大
事
な
疑
惑
を
置
い
と
い
て
、
そ
う
い
う
問
題
を
解
決
し
な
く
し
て
、
人
事
案
件



を
な
ぜ
急
ぐ
の
か
と
い
う
こ
と
を
尋
ね
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
市
長
は
か
ね
が
ね
民
間
活
力
、
民
間
経
営
の
あ
れ
で
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
、
今
回
、
職
員
の
、
そ
れ
も
ベ
テ
ラ
ン
の
部
長
級
を
選
ん
だ
か
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
答
え
に
な
っ
て
お
っ
た
よ
う
な
、
な
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
返
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
で
す
け
れ
ど
も
。

ま
ず
、
そ
の
疑
惑
問
題
に
つ
い
て
、
い
つ
ご
ろ
、
具
体
的
に
、
も
っ
と
反
論
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。
訴
訟
を
す
る
と
か
言
い
な
が
ら
、
い
っ
こ
も
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
の

間
で
は
、
疑
惑
を
生
む
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
新
聞
報
道
も
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
困
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
点
、
も
う
一
度
答
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
吉
野
市
長
。

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
今
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
そ
う
い
う
こ
と
も
大
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
会
も
大
事
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
し
て
、
こ
の
前
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
土

井
議
員
の
話
を
中
心
と
す
れ
ば
、
元
暴
力
団
の
話
と
食
い
違
っ
て
く
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
団
の
最
近
の
報
道
を
信
じ
れ
ば
、
土
井
議
員
の
言
わ
れ
た
方
が
、
内

容
が
ま
た
若
干
違
っ
て
く
る
。
非
常
に
こ
れ
、
難
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
や
は
り
い
ろ
ん
な
証
拠
の
も
と
に
き
ち
っ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
で
す
ね
、
土
井
議
員
の
発
言
の
、
ま
た
、
接
触
の
内
容
は
、
今
の
と
こ
ろ
元
暴
力
団
幹
部
の
情
報
が
大
切
な
情
報
源
に
な
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
、
そ
の
よ
う
に
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
司
法
の
場
で
は
っ
き
り
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
弁
護
士
さ
ん
と
も
相
談
も
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う

よ
う
な
訴
状
の
内
容
と
か
、
こ
れ
か
ら
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
と
い
た
し
ま
し
た
ら
そ
れ
は
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
今
日
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
市
民
生
活
に
大
変
必
要
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
て
、
臨
時
議
会
を
お
願
い
し
た
と
。
そ
し
て
、
民
間
活
力
も
大
切
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
員
の

中
に
も
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
方
が
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
人
を
、
副
市
長
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
再
度
、
職
員
の
鏡
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
、

ま
た
頑
張
っ
た
ら
そ
う
い
う
、
副
市
長
に
も
、
お
れ
も
な
れ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
踏
ま
え
て
お
願
い
を
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
「
十
六
番
」
の
声
あ
り
）

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
十
六
番
樫
塚
凱
一
議
員
。

○
十
六
番
（
樫
塚
凱
一
）
私
か
ら
言
え
ば
、
き
べ
ん
に
す
ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ね
、
そ
う
い
う
、
も
し
、
多
分
そ
う
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と
私
も
信
じ
て
お
る
ん
で
す
が
、

も
し
、
疑
惑
が
ほ
ん
ま
も
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
市
長
に
選
任
さ
れ
た
、
我
々
も
同
意
し
た
と
す
れ
ば
、
我
々
も
責
任
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
点
は
、
も
し
、

そ
の
疑
惑
は
黒
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
信
じ
て
、
今
日
は
同
意
さ
れ
る
方
は
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
、
も
っ
と
慎
重
に
や
っ
て
ほ
し
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
民
間
活
力
、
民
間
企
業
の
手
腕
を
生
か
し
て
五
條
市
を
活
性
化
を
図
る
ん
だ
、
そ
し
て
ま
た
、
夕
張
み
た
い
に
な
っ
た
ら
あ
か
ん
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
は



ど
こ
に
行
っ
て
も
言
わ
れ
て
お
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
先
ほ
ど
の
答
弁
は
、
職
員
も
頑
張
れ
ば
副
市
長
に
な
れ
る
ん
だ
、
こ
れ
は
励
ま
し
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
市

長
の
、
本
当
に
職
員
か
ら
選
ん
だ
意
味
と
い
う
の
は
私
に
は
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
の
質
問
は
三
回
で
す
の
で
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
点
、
慎
重
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
市
長
の
具
体
的
な
疑
惑
解
明
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
井
康
嗣
議
員
の
発
言
を
許
し
ま
す
。
十
八
番
土
井
康
嗣
議
員
。

〔
十
八
番

土
井
康
嗣
登
壇
〕

○
十
八
番
（
土
井
康
嗣
）
議
長
か
ら
発
言
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
問
題
に
関
し
て
私
の
考
え
方
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
去
る
四
日
の
一
般
質
問
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
を
現
職
の
市
長
を
引
き
ず
り
降
ろ
す
た
め
の
道
具
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
れ
ば
不
謹
慎
極
ま
り
な
い
こ
と
だ
と
い
う

内
容
の
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
吉
野
市
長
が
元
暴
力
団
幹
部
を
通
じ
て
榎
前
市
長
の
辞
職
を
強
要
し
た
と
さ
れ
る
問
題
等
々
報
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
議
員
は
そ
の
真
相
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
明
後
日
、
四
日
に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
め
る
べ
き
か
、
例
え
ば
、

議
運
で
対
応
す
る
の
が
い
い
の
か
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
い
い
の
か
、
ま
た
、
大
変
大
き
な
問
題
で
す
か
ら
、
六
人
や
七
人
の
委
員
会
よ
り
も
全
員
協
議
会
が
い
い

の
か
等
々
協
議
を
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
真
相
解
明
の
調
査
も
進
め
な
い
で
、
辞
職
強
要
疑
惑
を
受
け
た
ま
ま
の
吉
野
市
長
が
提
案
さ
れ
た
こ
の
案
件
に
つ
き
ま
し
て

は
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

行
政
の
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
今
回
の
疑
惑
は
深
刻
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
重
ね
て
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
な
い
こ
と
を
申
し

上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
点
、
吉
野
市
長
は
、
今
回
、
副
市
長
や
教
育
委
員
を
選
ぶ
際
に
、
県
議
会
議
員
の
選
挙
戦
の
結
果
は
飯
田
候
補
の
大
敗
だ
か
ら
、
大
敗
し
た
飯
田
候
補
の

運
動
を
し
て
お
っ
た
人
物
を
選
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
選
ん
だ
場
合
は
市
民
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
考
え
方
で
選
考
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
大
敗
し
た
と
は
い
え
九

千
人
以
上
の
方
々
か
ら
支
持
を
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
九
千
人
以
上
の
方
々
の
気
持
ち
を
無
視
す
る
の
か
、
踏
み
に
じ
る
の
か
、
奈
良
県
下
一
番
端
っ
こ
の
、
人
口
わ
ず
か

三
万
八
千
に
満
た
な
い
小
さ
な
ま
ち
五
條
市
の
有
権
者
九
千
人
以
上
も
の
方
々
の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
考
え
方
を
基
本
に
選
考
さ
れ
た
今
回
の
人
事
案
件
は
、
賛
成
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

以
上
、
二
つ
の
理
由
か
ら
、
今
回
の
臨
時
同
意
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
件
と
も
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。
（
「
二
十
番
」
、
「
十
二
番
」
、
「
十
七
番
」
の
声
あ
り
）
二
十
番
大
谷
龍
雄
議
員
。

○
二
十
番
（
大
谷
龍
雄
）
た
だ
い
ま
吉
野
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
人
事
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
は
退
席
を
い
た
し
ま
し
て
、
採
決
に
当
た
り
ま
し
て
は
棄
権
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
の
議
員
さ
ん
の
理
由
と
も
重
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
五
條
市
の
政
治
行
政
は
片
時
も
ス
ト
ッ
プ
で
き
な
い
の
は
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
方
が
御
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
六
月
八
日
の
土
井
質
問
並
び
に
六
月
十
八
日
か
ら
毎
日
ほ
ど
報
道
さ
れ
ま
し
た
奈
良
県
の
地
方
新
聞
の
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、
五
條
市
長
選
挙
に
関
し

て
吉
野
晴
夫
氏
は
疑
惑
が
あ
っ
た
と
い
う
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

疑
惑
の
内
容
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
前
市
長
が
昨
年
入
院
し
ま
し
た
九
月
ご
ろ
、
こ
の
時
期
に
元
暴
力
団
幹
部
Ｔ
か
ら
の
呼
び
掛
け
で
市
内
の
喫
茶
店
で
話
を
し

て
、
元
暴
力
団
幹
部
Ｔ
が
、
ま
た
市
長
選
挙
に
い
く
気
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
吉
野
晴
夫
氏
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
一
期
で
も
い
い
か
ら
市
長
に
な
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
返

事
を
し
て
い
る
と
い
う
報
道
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
次
は
、
前
市
長
が
再
び
体
調
を
壊
し
て
入
院
し
た
今
年
の
一
月
ご
ろ
、
今
度
は
吉
野
晴
夫
氏
か
ら
、
元
暴
力
団
Ｔ
に
話
が
あ
る
と
呼
び
掛
け
て
、
市
長
を
辞
め
さ
せ
て
く

れ
と
い
う
ふ
う
に
市
内
の
喫
茶
店
で
依
頼
し
た
と
。
そ
の
依
頼
の
内
容
は
、
必
要
な
ら
ば
二
千
万
円
は
準
備
す
る
と
、
そ
れ
で
も
辞
め
な
け
れ
ば
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
を
市
民
に

知
ら
せ
て
市
民
パ
ワ
ー
で
詰
め
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
、
吉
野
晴
夫
氏
が
言
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
報
道
の
中
で
の
主
な
疑
惑
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
よ
。
し
か
し
、

吉
野
現
市
長
は
、
こ
の
間
の
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
か
議
会
運
営
委
員
会
で
の
質
問
に
は
全
面
否
定
を
し
て
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
土
井
質
問
、
新
聞
各
社
の

報
道
内
容
、
テ
レ
ビ
報
道
等
々
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
か
な
り
の
根
拠
を
示
し
た
報
道
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
真
実
性
が
大
変
高
い
と
私
は
判
断
し
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
の
解
釈
で
は
、
こ
の
疑
惑
に
対
し
て
吉
野
市
長
が
全
面
否
定
さ
れ
て
も
、
私
は
こ
の
疑
惑
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
判
断
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し

て
、
疑
惑
の
残
っ
た
吉
野
市
長
か
ら
出
さ
れ
た
人
事
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賛
成
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
時
に
、
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
御
本
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
反

対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
も
つ
か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
反
対
も
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
初
め
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
退
席
し
て
、
採
決
に
つ
い
て



は
棄
権
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
新
聞
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
教
育
長
職
務
代
行
の
橋
本
部
長
が
青
少
年
補
導
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
や
は
り
、
教
育
委
員
会
で
も
代
行
を
決

め
、
急
ぐ
こ
と
は
対
処
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
副
市
長
が
お
ら
な
く
て
も
、
最
高
責
任
者
の
吉
野
市
長
が
お
る
わ
け
で
す
か
ら
、
頑
張
れ
ば
職
務
を
前
進
さ
せ
て
い
け
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
人
事
案
件
も
大
事
で
す
け
れ
ど
も
、
我
々
の
責
任
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
今
、
先
ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た
理
由
に
よ
り
ま
し
て
、
賛
成
で

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
退
席
し
て
採
決
に
は
棄
権
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
長
に
お
き
ま
し
て
は
、
取
り
計
ら
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

以
上
で
す
。
（
「
十
二
番
」
の
声
あ
り
）

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
十
二
番
山
本
久
和
議
員
。

○
十
二
番
（
山
本
久
和
）
先
ほ
ど
か
ら
、
各
議
員
さ
ん
が
る
る
述
べ
ら
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日
の
臨
時
議
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
き
ま
し

て
、
各
会
派
の
賛
同
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
六
月
四
日
の
土
井
議
員
の
一
般
質
問
、
そ
れ
か
ら
、
六
月
十
八
日
か
ら
今
日
ま
で
の
新
聞

報
道
ま
た
テ
レ
ビ
の
放
映
等
に
お
き
ま
し
て
、
吉
野
市
長
へ
の
疑
惑
は
今
ま
さ
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
お
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

五
條
市
民
ま
た
市
職
員
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
疑
惑
を
払
拭
す
る
こ
と
が
、
今
、
吉
野
市
長
に
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
案
件
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
私
は

思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
回
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
同
意
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
退
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
先
ほ
ど
も
大
谷
議
員
の
方
か
ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
日
こ
こ
に
名
前
が
出
て
お
り
ま
す
人
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
ら
反
対
を
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
は

な
く
て
、
今
回
の
吉
野
市
長
へ
の
疑
惑
、
こ
の
一
点
に
つ
き
ま
し
て
、
払
拭
を
、
い
ち
早
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
「
十
七
番
」
の
声
あ
り
）

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
十
七
番
黄
木
英
夫
議
員
。

○
十
七
番
（
黄
木
英
夫
）
今
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
で
退
席
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
か
も
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
ね
。
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、
賛

成
、
反
対
は
き
ち
っ
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
十
時
開
会
と
言
っ
た
の
に
大
変
時
間
が
遅
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
や
は
り
市
長
、
招
集
に
な
っ
た
と
き
は
必

ず
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
こ
こ
へ
入
る
の
が
議
員
の
務
め
で
も
あ
る
し
、
そ
の
こ
と
を
、
今
後
こ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
市
民
の
笑
い
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に
、
こ
の
疑
惑
と
い
う
も
の
は
ね
、
市
長
、
市
長
の
、
今
、
弁
護
士
と
相
談
し
て
お
る
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
こ
れ
は
清
廉
潔
白
と
い
う
、
政
治
家
に
し
て
み
ま
す
と
、
何
か
そ
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
た
次
の
日
に
で
も
名
誉
き
そ
ん
く
ら
い
で
訴
え
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
よ
、
名
誉
き



そ
ん
で
。
国
会
議
員
な
ん
か
、
も
う
、
す
ぐ
次
の
朝
に
は
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
ね
。
い
つ
ま
で
も
延
ば
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
よ
う
に
だ
ら
だ

ら
し
た
議
会
に
な
る
か
ら
、
是
非
こ
れ
、
先
ほ
ど
誰
か
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
い
つ
法
的
措
置
を
取
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
と
、
こ
れ
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
前
に

進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
早
く
や
る
こ
と
。
名
誉
き
そ
ん
で
訴
え
な
さ
い
よ
、
あ
ん
た
自
信
が
あ
る
ん
や
っ
た
ら
ね
。
出
さ
れ
た
も
の
は
と
こ
と
ん
こ
れ
、

提
案
さ
れ
た
も
の
は
賛
成
、
反
対
を
し
て
い
た
だ
く
市
長
の
権
限
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
退
席
と
い
う
よ
う
な
生
半
可
な
こ
と
を
し
な
い
で
、
い
や
な
ら
い
や
、
賛
成
な
ら
賛

成
と
い
う
、
は
っ
き
り
し
た
態
度
を
示
し
た
方
が
い
い
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
す
。
（
議
場
に
声
あ
り
）

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
、
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
起
立
多
数
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
の
際
、
た
だ
い
ま
副
市
長
に
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
榮
林
都
市
整
備
部
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
榮
林
都
市
整
備
部
長
。

〔
都
市
整
備
部
長

榮
林
勝
美
登
壇
〕

○
都
市
整
備
部
長
（
榮
林
勝
美
）
た
だ
い
ま
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
榮
林
勝
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
格
別
の
御
高
配
に
よ
り
ま
し
て
同
意
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
を
傾
け
ま
し
て
重
責
を
果
た
し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
五
、
同
第
五
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
同
第
五
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─



○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
同
第
五
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
同
第
五
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
り
ま
し
た
御
勢
久
右
衛
門
委
員
が
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
に
死
去
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
任
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

故
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
生
前
、
委
員
と
し
て
御
活
躍
い
た
だ
き
、
本
市
の
教
育
行
政
の
推
進
に
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
改
め
て
こ
こ
に
ご
め
い
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

後
任
と
し
て
、
赤
井

猛
氏
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
桜
井
女
子
短
期
大
学
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
た
れ
、
翌
年
に
は
五
條
高
等
学
校
の
外
国
語
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
生
徒
の
教
育
指
導
に
熱
心

に
打
ち
込
ま
れ
、
教
育
者
と
し
て
の
そ
の
評
価
は
絶
大
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
三
月
奈
良
県
立
郡
山
高
等
学
校
を
最
後
に
、
三
十
五
年
間
の
長
き
教
職
生
活
を
退
職
し
た
後
に
も
、
地
域
の
核
と
な
り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
人
格
も
高
潔
で
、
教
育
及
び
文
化
に
お
い
て
も
深
い
見
識
が
あ
り
、
人
望
も
厚
く
、
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
適
任
者
で
あ
り
ま
す
。

御
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
か
議
員
各
位
の
満
場
の
一
致
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。

質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
井
康
嗣
議
員
の
発
言
を
許
し
ま
す
。
十
八
番
土
井
康
嗣
議
員
。

〔
十
八
番

土
井
康
嗣
登
壇
〕

○
十
八
番
（
土
井
康
嗣
）
先
ほ
ど
の
副
市
長
の
同
意
案
件
と
同
じ
理
由
で
、
選
任
さ
れ
る
側
に
は
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
選
任
を
す
る
側
の
吉
野
市
長
の
問
題
、
先
ほ
ど



申
し
上
げ
た
と
お
り
二
点
、
同
じ
理
由
で
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。
（
「
十
九
番
」
の
声
あ
り
）
十
九
番
榮
林
末
次
議
員
。

○
十
九
番
（
榮
林
末
次
）
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
議
員
さ
ん
か
ら
吉
野
市
長
の
件
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
御
意
見
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
吉
野
市
長
誕
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
中
心
に
な
っ
て
、
運
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
誕
生
に
こ
ぎ
着
け
た
と
い
う
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
、
私
と
し
て
は
、
本
当
に

残
念
に
思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
支
持
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
方
に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
も
、
私
か
ら
も
お
わ
び

を
申
し
上
げ
た
い
と
、
か
よ
う
に
思
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
本
当
に
、
私
は
今
の
五
條
市
の
市
政
を
考
え
ま
す
と
、
ど
う
し
て
も
企
業
的
発
想
で
五
條
市
の
市
政
を
運
営
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
、
今
の
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
私
も
今
日
ま
で
吉
野
市
長
を
支
持
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
今
に
な
っ
て
こ
う
い
う
問

題
が
、
個
人
的
な
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
問
題
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
よ
も
や
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
、
非
常
に
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
私
は
、
こ
の
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
の
教
育
行
政
、
あ
る
い
は
日
本
の
今
、
教
育
改
革
を
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
て
い
る
と
き
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
社
会
情
勢
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
一
般
市
民
か
ら
一
部
の
人
を
教
育
委
員
と
し
て
選
任
す
る
の
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と
、
か
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
で
、
我
々
が
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
し
て
、
吉
野
市
長
の
こ
れ
か
ら
の
出
発
に
際
し
て
そ
う
い
う
人
を
選
任
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
し
て
、
教
育
行
政
を
改
革
し
て
い
た

だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
な
と
、
こ
う
い
う
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
の
会
派
で
あ
り
ま
す
改
革
二
十
一
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
半
の
人
た
ち
が
反
対
と
、
こ
う
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ひ
と
つ
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
な
と
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
選
任
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
長
の
方
で
、
そ
の
辺
十
分
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
う
い
う
人
を
選
任
す
る
よ
う
に
ひ
と
つ
お
願
い
で
き
た
ら
な
と
、
か

よ
う
に
思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

終
わ
り
ま
す
。
（
「
二
十
番
」
の
声
あ
り
）

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
二
十
番
大
谷
龍
雄
議
員
。

○
二
十
番
（
大
谷
龍
雄
）
こ
の
た
び
の
同
第
五
号
に
お
き
ま
し
て
も
、
同
第
四
号
で
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
退
席
し
て
採
決
に
当
た
り
ま
し
て
は
棄
権
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま



す
。理

由
は
、
同
第
四
号
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
、
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
起
立
少
数
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
起
立
少
数
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
六
、
同
第
六
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
同
第
六
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
同
第
六
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
同
第
六
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
り
ま
す
田
村
幸
子
教
育
長
が
、
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
任
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

後
任
と
し
て
、
伊
藤

中
氏
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
か
ら
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
三
十
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
教
職
に
身
を
投
じ
、
熱
意
を
持
っ
て
多
く
の
子
供
た
ち
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
職
員
と
し
て
奈
良
県
の
教
育
行
政
に
携
わ
り
、
教
育
の
振
興
に
精
励
さ
れ
、
五
條
小
学
校
校
長
を
最
後
に
教
職
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
旧
大
塔
村
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、
合
併
ま
で
の
間
、
大
塔
村
の
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。



同
氏
は
、
人
格
も
高
潔
で
、
特
に
教
育
指
導
に
お
き
ま
し
て
は
精
通
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
、
文
化
に
も
深
く
見
識
を
お
持
ち
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
望
も
厚
く
、
教
育
委
員

会
委
員
と
し
て
適
任
者
で
あ
り
ま
す
。

御
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
か
議
員
各
位
の
満
場
の
一
致
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。

質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
井
康
嗣
議
員
の
発
言
を
許
し
ま
す
。
十
八
番
土
井
康
嗣
議
員
。

〔
十
八
番

土
井
康
嗣
登
壇
〕

○
十
八
番
（
土
井
康
嗣
）
同
第
四
号
議
案
と
同
じ
よ
う
に
、
任
命
さ
れ
る
側
の
伊
藤

中
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
何
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
任
命
を
す
る
側
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
同
第
四
号
議
案
と
同
じ
よ
う
に
反
対
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。
（
「
二
十
番
」
の
声
あ
り
）
二
十
番
大
谷
龍
雄
議
員
。

○
二
十
番
（
大
谷
龍
雄
）
こ
の
同
第
六
号
に
お
き
ま
し
て
も
、
退
席
を
い
た
し
ま
し
て
採
決
に
当
た
り
ま
し
て
は
棄
権
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
同
第
四
号
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
、
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
起
立
少
数
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
起
立
少
数
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
会
議
規
則
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
閉
会
中
継
続
調
査
申
出
一
覧
表

の
と
お
り
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
申
出
ど
お
り
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
本
日
の
日
程
は
、
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

閉
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
各
位
に
は
、
終
始
御
熱
心
に
御
精
励
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
始
め
理
事
者
各
位
に
は
、
市
政
発
展
の
た
め
事
務
事
業
の
執
行
に
ま
す
ま
す
御
精
励
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
閉
会
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
平
成
十
九
年
第
一
回
臨
時
会
の
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
各
位
に
は
、
公
私
と
も
何
か
と
御
多
用
の
中
、
本
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
慎
重
審
議
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
臨
時
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
議
案
を
一
部
通
し
て
い
た
だ
き
、
同
意
を
得
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
か
ら
頂
き
ま
し
た
御
意
見
御
提
言
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
政
発
展
の

た
め
御
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
厳
し
い
暑
さ
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ど
う
ぞ
御
健
康
に
は
十
分
御
留
意
い
た
だ
き
、
市
民
の
た
め
五
條
市
の
た
め
に
更
に
御
活
躍

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
の
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。



誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
十
九
年
第
一
回
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
一
時
十
七
分
閉
会

本
会
議
録
の
正
当
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
こ
こ
に
署
名
す
る
。

議

会

議

長

寺

本

保

英

署

名

議

員

太

田

好

紀

署

名

議

員

川

村

家

廣

署

名

議

員

藤

冨

美

恵

子


